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遣
唐
使
か
ら
戦
艦
大
和
ま
で

大
和
神
社
（
天
理
市
）

莢莢

莢莢

大
和
神
社
の
拝
殿
‖
天
理
市
新
泉
町
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
天
理
市
新
泉
町
３
０
６

（
祭
神
）
日
本
大
国
魂
大
神
、
八
千
戈

大
神
、
御
年
大
神

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
桜
井
線
・
長
柄
駅
か
ら
徒

歩
約

分

（
拝
観
）
自
由

（
駐
車
場
）
あ
り
（
無
料
）

（
電
話
）
０
７
４
３
・

・
０
０
４
４

大
和
神
社
の
主
祭
神
は

日
本
大
国
魂
大
神
で
あ
り
、

大
和
の
国
全
体
を
守
る
神
様

と
さ
れ
ま
す
。

奈
良
時
代
に
遣
唐
使
が
派

遣
さ
れ
る
際
に
は
使
節
が
当

社
に
参
拝
し
て
航
海
の
安
全

を
祈
っ
た
と
さ
れ
、
万
葉
集

で
は
有
名
歌
人
の
山
上
憶

良
に
よ
る
安
全
祈
願
の
長
歌

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
間
の
祭
り
に
お
い
て

は
、
４
月
１
日
に
行
わ
れ
る

「
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
祭
り
」
が

有
名
で
す
。
当
日
は
み
こ
し

を
中
心
に
騎
馬
武
者
や
稚

児
、
奉
仕
者
約
２
０
０
名
が

列
を
整
え
、
中
山
町
の
お
旅

所
ま
で
笛
や
か
ね
な
ど
を

鳴
ら
し
な
が
ら
往
復
し
ま

す
。そ

の
の
ど
か
な
様
子
は
、

東
大
寺
の
「
お
水
取
り
」
に

続
い
て
春
を
呼
ぶ
行
事
と
し

て
知
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
１
月
に
お
弓
始

め
祭
、２
月
に
お
田
植
え
祭
、

５
月
に
野
神
祭
り
、
９
月
に

秋
の
大
祭
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。境

内
に
は
戦
艦
大
和
ゆ
か

り
の
碑
も
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
世
界
最
強
と
も
さ
れ
た

旧
日
本
海
軍
の
戦
艦
大
和
に

当
社
の
神
様
を
お
祭
り
し
て

い
た
こ
と
が
縁
と
な
っ
て
い

ま
す
。

隣
接
す
る
祖
霊
社
に
は
同

艦
沈
没
時
に
亡
く
な
っ
た
２

７
０
０
名
余
り
の
将
兵
の
ほ

か
、
同
伴
し
た
艦
隊
の
戦
没

者
約
１
０
０
０
名
も
祭
ら

れ
、
境
内
に
あ
る
資
料
室
に

は
将
兵
を
配
し
た
同
艦
の
大

型
精
密
模
型
な
ど
も
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

福
原
康
之
）


